
Movement of prefecture

1617 「美ら島沖縄」2005.8「美ら島沖縄」2005.8 「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」
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　国と県では、利用者が増加を続ける那覇空港について、その整備のあり方を検討するため、総合的な調査を実施して
います。調査では皆さんの意見をいただきながら検討を進めていくパブリック・インボルブメント（PI）の手法を導入して
いきます。「那覇空港」を一緒に考えましょう。

① 夏場の観光シーズンや年末年始などには、航空便の予約が
　 取りにくくなっています。
② 昼間特定の時間帯に便が集中する特性があります。
③ 出発と到着の航空機が渋滞し出発や到着遅れが発生して
　 います。
④ 滑走路が１本しかないため、さまざまな制約があります。
⑤ 現国際線旅客ターミナルビルの利便性の向上には限界があります。
⑥ 貨物施設は現ターミナル地区内での機能向上は困難です。

那覇空港が抱える課題

沖縄の空の玄関口、那覇空港。

右端が渡久地上海事務所長 中国民用航空総局の楊国慶副局長と会談 現地旅行社に対し観光地沖縄をPR

各ステップで行う情報・意見収集の内容

中国市場へ新たなビジネス展開を図る
　稲嶺知事や経済団体の関係者ら約70人は、沖縄県上海事務所の開所式参加と
観光地沖縄のPR、上海⇔那覇間の航空路線の増便要請などを行うため、

6月12日から17日まで中国（上海、北京）を訪問しました
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◉県交通政策課　◉県行政情報センター　◉県行政情報センター北部分室
◉県宮古支庁行政情報センター　◉県八重山支庁行政情報センター
◉国土交通省大阪航空局飛行場部空港整備調整課
◉沖縄総合事務局開発建設部港湾空港建設課
◉那覇空港国内線総合案内カウンター

【配布先】
◉県交通政策課
　http://www.pref.okinawa.jp/koutsuu/kuukou-tyouseikaigi.htm
◉沖縄総合事務局開発建設部　港湾空港建設課
　http://www.dc.ogb.go.jp/kyoku/index.htm
◉国土交通省大阪航空局飛行場部　空港整備調整課
　http://www.ocab.mlit.go.jp/top.htm

【ホームページ】

那覇空港の調査報告書を配布しています。ご意見をお寄せください。

県交通政策課 TEL：098-866-2045　　FAX：098-866-2448 e-mail：aa015500@pref.okinawa.jpお問い合わせ

PIは調査の進ちょく状況に応じて３段階のステップで進めます。

混雑する航空機

中国外交部の李肇星外相と会談する稲嶺知事

那覇空港の総合的な調査への
ご意見を募集しています！

今年度実施

●現在の那覇空港には、どんな課題があるの？
●那覇空港はどんな役割を担っているの？
●効果と影響はどうなるの？
●那覇空港のあるべき姿って、なに？
　などについて、検討します。

●今後、どのくらい旅客者数=需要があるの？
●今の空港で（機能・規模など）充分なの？
●既存ストックで活用できるところはないの？
　などについて、検討します。

●将来に向け、那覇空港をより良くするには、
　どういった方法、解決策が考えられるの？
●それぞれの対応策における欠点や利点は？
●対応策を実施しないとどうなるの？
環境、工事費用、対策が実施された様々な場合
の効果など、各対応策について、様々な視点で
可能性を検討します。

8月1日から
9月30日まで

募集期間

※PIとは、一般的に政策決定や公共事業の計画確定において、地元住民などが　
　意見を表明できる場を設け、その意見を計画に反映させていくことをいいます。

平成17年


